
平成24年度 入学者選抜要項概要Ⅰ

１ 学科及び募集人員等

募 集 人 員

有職者 私費外国課 程 学 科 専 攻 入 学 一 般 推 薦 特別推 社会人

特別入 人留学生定 員 入 試 入 試 薦入試 入 試

試 入試

名 名 名文学科 日本語日本文学専攻 30 20 10
英語英文学専攻 30 20 10

第一部 生活 食 物 栄 養 専 攻 30 20 10 若干名
科学科 生 活 科 学 専 攻 30 17 13(昼間課程)

若干名商経学科 経 済 専 攻 35 25 10
若干名経 営 情 報 専 攻 40 25 15

第二部 商経学科 60 30 30 若干名名

(夜間課程)

合 計 255 157 68 30 若干名 若干名若干名

(注)１ 第一部の一般入試に係る学力検査は大学入試センター試験と本学が実施する個別学力検査の
組合せにより実施し，第二部の一般入試に係る学力検査は本学が実施する個別学力検査のみに
より実施する。
２ 全ての学科専攻での推薦入試，特別推薦入試の募集人員に欠員が生じた場合は，一般入試の
募集人員に加える。

２ 平成24年度入学者選抜の出願期間，試験日及び合格発表日

区 分 出 願 期 間 試 験 日 合 格 発 表 日

・推薦入試 平成23年11月 7日（月）
・特別推薦入試 ～ 平成23年12月 2日（金） 平成23年12月12日（月）
・社会人入試 平成23年11月11日（金）

・私費外国人 平成23年11月 7日（月）
留学生入試 ～ 平成23年12月13日（火） 平成24年１月10日（火）

平成23年11月11日（金）

・一般入試 平成24年 1月23日（月）
個別学力検査 ～ 平成24年 2月15日（水） 平成24年 3月 1日（木）

平成24年 1月27日（金）

・有職者特別 平成24年 2月20日（月）
入試 ～ 平成24年 3月 6日（火） 平成24年 3月16日（金）

平成24年 2月24日（金）

(参考) 大学入試ｾﾝﾀｰ試験の主な実施日程
・ 出願期間 平成23年10月 3日（月）～14日（金）
・ センター試験本試験 平成24年 1月14日（土）・15日（日）



一般入試の概要Ⅱ

１ 学科及び募集人員等

課 程 学 科 専 攻 募 集 人 員 修業年限 備 考

日本語日本文学専攻 ２０名
文 学 科

英 語 英 文 学 専 攻 ２０名

食 物 栄 養 専 攻 ２０名
第 一 部 生活科学科 ２ 年

生 活 科 学 専 攻 １７名
(昼間課程）

経 済 専 攻 ２５名 一般入試につ
いては経済専

商経学科 攻と経営情報
経 営 情 報 専 攻 ２５名 専攻とを併願

できる。

計 １２７名

第 二 部 第二部の授業
商経学科 ３０名 ３ 年 は18時から21

（夜間課程） 時10分まで

合 計 １５７名

（注） 第一部の一般入試に係る学力検査は大学入試センター試験と本学が実施する個別学力検査の組
み合わせにより実施し，第二部の一般入試に係る学力検査は本学が実施する個別学力検査により
実施する。

２ 対象者
(１) 高等学校(中等教育学校を含む。以下同じ。)を卒業した者及び卒業見込みの者
(２) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により，これに相当する学校
教育を修了した者を含む。）及び修了見込みの者

(３) 学校教育法施行規則第150条（第６号を除く）の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力
があると認められる者及びこれに該当する見込みの者
(注)学校教育法施行規則第150条第７号の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある
と認められる者として出願を希望する者は，本学の入学資格審査を受ける必要がある。

※ 入学を志願する者で，他の短期大学に在学中の者に対しては，転学の制度もある。

３ 出願書類等
①入学志願票 ②調査書 ③写真票及び受験票 ④県条例に定める入学検定料 など

（注） ２学科以上（又は２専攻以上）に出願手続をすることはできない。
ただし，第一部商経学科においては，希望者は経済専攻と経営情報専攻とを併願できる。
（この場合でも入学検定料は１専攻分と同額で可）

４ 学力検査の教科・科目等
個別学力検査は，高等学校卒業の学力程度で，次表の教科について行う。
なお，第一部における大学入試センター試験の受験を要する教科・科目及び個別学力検査は次表のとおりで
ある。

５ 合格判定
大学入試センター試験の成績（第二部商経学科を除く。）及び本学が実施する個別学力検査の成績の総合得
点により順位付けを行い，合格を決定する。

６ 追加合格等
(１) 入学手続き締切り後に，入学辞退等により欠員が生じた場合，追加して合格者を発表する。
(２) 追加合格の判定で，調査書等を参考にすることがある。
(３) 追加合格による欠員補充が困難なときは，第２次募集を行うことがある。



平成２４年度大学入試センター試験の利用教科・科目及び個別学力検査

大学入試センター試験の利用教科・科目
個別学力学 科 専 攻
検 査

教 科 科 目 名 等

国語 「国語」

（「世界史Ｂ」，「日本史Ｂ」，「地理Ｂ」，「現代社会」，地理歴史・
「倫理」，「政治・経済」，「倫理，政治・経済」）から１ 総合問題日本語日本文学 公民

専攻
外国語 「英語」(リスニングは含まない)

文学科
国語 「国語」

（「世界史Ｂ」，「日本史Ｂ」，「地理Ｂ」，「現代社会」，地理歴史・
「倫理」，「政治・経済」，「倫理，政治・経済」）から１ 総合問題英語英文学専攻 公民

外国語 「英語」(リスニングを含む)

国語 「国語」

数学 （「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・数学Ａ」，「数学Ⅱ」，
「数学Ⅱ・数学Ｂ」） から１ 総合問題食物栄養専攻

理科 （「化学Ⅰ」，「生物Ⅰ」)

外国語 「英語」(リスニングを含む)
生活科学科

国語 「国語」

数学 （「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・数学Ａ」，「数学Ⅱ」，
「数学Ⅱ・数学Ｂ」 ） から１ 総合問題生活科学専攻

理科 （「化学Ⅰ」，「生物Ⅰ」)

外国語 「英語」(リスニングを含む)

国語 「国語」

（「世界史Ｂ」，「日本史Ｂ」，「地理Ｂ」，地理歴史・
「現代社会」，「倫理」，「政治・経済」，公民
「倫理，政治・経済」）

数学 （「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・数学Ａ」，「数学Ⅱ」， から１ 総合問題経済専攻
「数学Ⅱ・数学Ｂ」，「簿記・会計」，
「情報関係基礎」 ）

商経学科
外国語 （「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，

「中国語」，「韓国語」）から１
(「英語」はリスニングを含まない)

国語 「国語」

（「世界史Ｂ」，「日本史Ｂ」，「地理Ｂ」，地理歴史・
「現代社会」，「倫理」，「政治・経済」，公民
「倫理，政治・経済」）

数学 （「数学Ⅰ」，「数学Ⅰ・数学Ａ」，「数学Ⅱ」， から１ 総合問題経営情報専攻
「数学Ⅱ・数学Ｂ」，「簿記・会計」，
「情報関係基礎」 ）

外国語 （「英語」，「ドイツ語」，「フランス語」，
「中国語」，「韓国語」）から１
(「英語」はリスニングを含まない)

大学入試センター試験は課さない． 総合問題第二部商経学科

○文学科の「地理歴史・公民」について，２科目受験した場合は，第１解答科目を合否判定に使用する。
○生活科学科の「数学」「理科」について，２教科・科目以上受験した場合は，「理科」の第１解答科目と「数学」科目
から高得点の科目を合否判定に使用する。

○商経学科の「地理歴史・公民」「数学」について，２教科・科目以上受験した場合は，「地理歴史・公民」の第１解答
科目と「数学」科目から高得点の科目を合否判定に使用する。

○「地理歴史・公民」及び「理科」において，２科目を受験した場合の取り扱いについては，第１解答科目は必ず専攻
の指定した科目の中から選択してください。



平成24年度 推薦入試の概要Ⅲ

１ 選抜方法の内容
本学では一般入試（学力試験）によらない入学コースとして県内の高校生を対象に推薦入試を実施

する。

２ 推薦入試を実施する学科・専攻・募集人員・対象高等学校

課 程 学 科 専 攻 募 集 人 員 対 象 高 等 学 校

日本語日本文学専攻 １０名
文 学 科

英 語 英 文 学 専 攻 １０名

第 一 部 食 物 栄 養 専 攻 １０名
生活科学科 県 内 の 高 等 学 校（昼間課程）

生 活 科 学 専 攻 １３名

経 済 専 攻 １０名
商 経 学 科

経 営 情 報 専 攻 １５名

３ 対 象 者
対象高等学校を卒業見込みの者〔学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第104条第３項

の規定により，学年の途中において，又は，学期の区分に従い高等学校の卒業を認められる者も含
む。〕で，次のいずれにも該当する者
(１) 高等学校の学業成績・人物ともに優秀な者で，日本語日本文学専攻においては全体の評定平均

値が４.０以上の者または国語の評定平均値が４.３以上の者，日本語日本文学専攻以外の専攻に
おいては全体の評定平均値が４.０以上の者

(２) 更に高度の学業を修得する熱意と能力を有し，学校長が責任をもって推薦できる者
(３) 合格した場合は，入学することを確約できる者

４ 推 薦 人 員

課 程 学 科 専 攻 推 薦 人 員

日本語日本文学専攻 各校１名とする。
文 学 科

英 語 英 文 学 専 攻 同 上

家庭系(注)は各学科１名とし，その他
第 一 部 食 物 栄 養 専 攻

は各校１名とする。（昼間課程）
生活科学科

生 活 科 学 専 攻 各校の各学科から２名以内とする。

経 済 専 攻 各校の各学科から１名とする。
商 経 学 科

経 営 情 報 専 攻 同 上

(注) 家庭系学科の範囲は，家政科・食物科・生活科学科・生活文化科・調理科・生活デザイン科
とする。
そのほか，農業系学科の生活科，福祉系学科の生活福祉科(生活コースのみ)及びその他専門系

学科の生活情報科(生活コースのみ)を含む。
＊１校に複数の課程（全日制，定時制，通信制）がある場合，各々の課程を１校とみなす。



出 願 書 類 等５
(１) ①入学志願票 ②調査書 ③写真票及び受験票
(２) 高等学校長の推薦書

特に著しい推薦事由がある場合は，特記事項に記載すること。
(３) 本人の志望理由書

文化・芸術・技能面において顕著な成績や資格があれば記載し，それを証明できる書類も添付
すること（ただし，出願書類提出後取得した資格等があれば，写しを面接当日に持参の上，面接
教員に提出すること。）。

(４) 県条例に定める入学検定料

６ 選 考 方 法

課 程 学 科 専 攻 選 考 方 法

日本語日本文学専攻
文 学 科

英 語 英 文 学 専 攻

第 一 部 食 物 栄 養 専 攻 推薦書・調査書・志望理由書，小論文，面接
生活科学科（昼間課程）

生 活 科 学 専 攻

経 済 専 攻
商 経 学 科

経 営 情 報 専 攻

（注）英語英文学専攻においては，調査書の中で，実用英語技能検定準２級以上の取得を重視する。
（ただし，受験の条件とはしない。）

(注） 不合格者の取り扱い
選考に合格しなかった者で一般入試により本学への入学を希望する者は，あらためて
出願書類を提出しなければならない。



平成24年度 特別推薦入試の概要Ⅳ

１ 選抜方法の内容

本学第二部では，一般入試（学力試験）によらない入学コースとして，学習意欲と推薦事由のある

者を幅広く受け入れる特別推薦入試を実施する。高校生（卒業見込み），社会人共に対象となる。

２ 特別推薦入試を実施する学科・募集人員

課 程 学 科 募 集 人 員

第二部 商経学科 ３０名

(夜間課程)

対 象 者３

次のいずれにも該当する者

(１) 人物が優秀で，更に高度の学業を習得しようとする熱意と能力を有し，学業，仕事，社会的活

動，スポーツ，家事などにおいてなんらかの推薦事由のある者

(２) 次のアからウのいずれかに該当する者

ア 高等学校(中等教育学校を含む。以下同じ。)を卒業した者及び卒業見込の者

イ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により，これに相当

する学校教育を修了した者を含む。）及び修了見込みの者

ウ 学校教育法施行規則第150条（第６号を除く）の規定により，高等学校を卒業した者と同等以

上の学力があると認められる者及びこれに該当する見込みの者

(注)学校教育法施行規則第150条第７号の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者として出願を希望する者は，本学の入学資格審査を受ける必要がある。
(３) 合格した場合，入学することを確約できる者

４ 選 考 方 法

（１）推薦書・志望理由書

（２）小論文

（３）面 接

推薦書は，高等学校長，勤務先の知人，若しくは家族など本人を含む適切な人物による。(注１)

(注２) 不合格者の取り扱い

特別推薦入試の不合格者で本学への入学を希望する者は，学生募集要項に従い，あらた

めて手続きすることなく一般入試個別学力検査(第二部商経学科)を受験できる。なお，有

職者特別入試で入学を希望する者は，あらためて出願書類を提出しなければならない。



平成24年度 社会人入試の概要Ⅴ

１ 選抜方法の内容
本学では，一般入試（学力試験）によらない入学コースとして社会人を対象に社会人入試を実施す

る。

２ 社会人入試を実施する学科・専攻・募集人員

課 程 学 科 専 攻 募 集 人 員

経 済 専 攻 若 干 名
第一部 商経学科

(昼間課程) 経営情報専攻 若 干 名

対 象 者３
次のいずれにも該当する者

(１) 人物が優秀で，更に高度の学業を習得しようとする熱意と能力を有し，学業，仕事，社会的活
動，スポーツ，家事などにおいてなんらかの推薦事由のある者

(２) アからウのいずれかに該当する者
ア 高等学校(中等教育学校を含む。以下同じ。)を卒業した者及び卒業見込の者
イ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により，これに相当す
る学校教育を修了した者を含む。）及び修了見込みの者

ウ 学校教育法施行規則第150条（第６号を除く）の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上
の学力があると認められる者及びこれに該当する見込みの者
(注)学校教育法施行規則第150条第７号の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力が
あると認められる者として出願を希望する者は，本学の入学資格審査を受ける必要がある。

(３) 平成２４年４月１日現在で年齢２２歳以上である者
(４) 合格した場合，入学することを確約できる者

４ 選 考 方 法
（１）推薦書・志望理由書
（２）小論文
（３）面 接

推薦書は，勤務先の知人，若しくは家族など本人を含む適切な人物による。(注１)

注２) 不合格者の取り扱い(
選考に合格しなかった者で一般入試により本学への入学を希望する者は，あらためて

出願書類を提出しなければならない。



平成24年度 有職者特別入試の概要Ⅵ

１ 選抜方法の内容

本学第二部では，一般入試（学力試験），特別推薦入試によらない入学コースとして，有職者特別

入試を実施する。有職者，就職内定者，過去に３年以上職に就いた経験のある者が対象となる。

２ 有職者特別入試を実施する学科・募集人員

課 程 学 科 募 集 人 員

第二部 商経学科 若干名

(夜間課程)

対 象 者３

次の( )から( )のいずれにも該当する者1 3
(１) アからウのいずれかに該当する者

ア 高等学校(中等教育学校を含む。以下同じ。)を卒業した者及び卒業見込の者

イ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により，これに相当

する学校教育を修了した者を含む。）及び修了見込みの者

ウ 学校教育法施行規則第150条（第６号を除く）の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認められる者及びこれに該当する見込みの者

(注)学校教育法施行規則第150条第７号の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認められる者として出願を希望する者は，本学の入学資格審査を受ける必要がある。
(２) アからウのいずれかに該当する者

ア 出願時有職の者

イ 就職内定者

ウ 過去に合計して3年以上，職に就いた経験のある者

(３) 合格した場合，入学することを確約できる者

(注1) 高等学校卒業程度認定試験合格見込みの者は，それを証明できることを要する。

(注2) 有職，就職内定者，職に就いた経験については，臨時的雇用は含まない。

４ 選 考 方 法

（１）志望理由書

（２）面接


